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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
社
会
実
験
と
そ
の
射
程 

 

徳
丸 

宜
穂 

 

  

１ 

は
じ
め
に 

 

最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
市
民
に
対
し
て
区
別
す
る
こ
と
な
く
現
金
給
付
を
行
う
と
い
う

社
会
経
済
構
想
で
あ
る
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
」
（b

asic in
co

m
e/ p

eru
stu

lo

）
へ
の
関
心
は
、
世
界
的
に

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
特
に
貧
困
対
策
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
昨
今
で
は
、
人

工
知
能
の
発
展
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
雇
用
喪
失
に
対
す
る
、
実
効
的
な
対
応
策
と
し
て
も
盛
ん
に
論
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
（B

reg
m

an
, 2

0
1

6

）
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
世
界
で
初
め
て
一
国
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
ベ

ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
社
会
実
験
が
、
二
〇
一
七
年
一
月
に
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
関
す
る
議
論
は
日
本
で
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
社
会
保
障
手
段
と
し
て
の
利
点
・
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欠
点
や
、
適
当
な
金
額
と
財
源
、
ま
た
そ
も
そ
も
の
実
現
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
社
会
実
験
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
の
社
会
実
験
の
設
計
に
つ
い
て
は
む

ろ
ん
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
自
体
に
つ
い
て
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
で
は
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ

て
き
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
議
論
の
内
容
を
検
討
し
、
ま
た
社
会
実
験
が
行
わ
れ
る
社
会
経
済
的
背

景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
格
差
拡
大
や
少
子
高
齢
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
影
響
、
新
興
国
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
っ
て
必
須
と
な
っ
て
い
る
先
進
国
の
社
会
経
済
再
編
に
対
し
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
と
い
う
構
想
が
持
つ
意
味
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
本
稿
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
特
殊
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
明
確
に
し
、
そ
の
中
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と

い
う
一
般
的
な
構
想
を
位
置
づ
け
な
お
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
進
諸
国
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を

導
入
す
る
場
合
に
逢
着
す
る
と
考
え
ら
れ
る
問
題
を
あ
ら
か
じ
め
抽
出
す
る
試
み
に
他
な
ら
な
い
1

。
ま
ず

第
２
節
で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
社
会
実
験
が
構
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
経
済

的
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
に
第
３
節
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

構
想
に
関
す
る
議
論
を
整
理
し
、
第
４
節
で
は
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
社
会
実
験
の
概
要
を
述
べ
る
。
第
５

節
で
は
、
以
上
の
検
討
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
、
社
会
構
想
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
、
先
進
諸
国
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の
社
会
経
済
の
再
編
に
対
し
て
持
ち
う
る
含
意
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 
２ 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
経
済
的
背
景 

 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
い
か
な
る
社
会
経
済
的
背
景
の
中
で
議
論
さ
れ
、
社
会
実
験

が
構
想
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

ま
ず
経
済
成
長
率
を
見
て
お
く
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
六
年
平
均
）
は
、
米
国
三
・

〇
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
三
・
〇
％
、
デ
ン
マ
ー
ク
二
・
九
％
、
Ｅ
Ｕ
平
均
二
・
六
％
、
日
本
二
・
二
％
に
対

し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
（O

E
C

D
 N

a
tio

n
a

l A
cco

u
n

ts a
t a

t G
la

n
ce 2

0
1

7

よ
り
筆
者

計
算
）
。
ま
た
人
口
増
減
の
影
響
を
除
く
た
め
、
人
口
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
六

年
平
均
）
を
見
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
二
・
四
％
、
日
本
二
・
三
％
、
Ｅ
Ｕ
平
均
二
・
三
％
、
米
国
二
・
二
％
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
二
・
一
％
に
対
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
（O

E
C

D
 E

m
p

lo
ym

en
t O

u
tlo

o
k 

2
0

1
7

よ
り
筆
者
計
算
）
。
い
ず
れ
の
指
標
で
見
て
も
、
直
近
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
低
成
長
に
あ
え
い
で
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
経
済
危
機
後
の
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
人
口
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
比
較
す
る
と
、

米
国
が
マ
イ
ナ
ス
三
・
六
％
、
日
本
が
マ
イ
ナ
ス
五
・
五
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
マ
イ
ナ
ス
六
・
〇
％
で
あ
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っ
た
の
に
対
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
マ
イ
ナ
ス
八
・
七
％
で
あ
り
、
落
ち
込
み
が
相
対
的
に
大
き
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
経
済
危
機
を
契
機
に
急
進
展
し
た
情
報
通
信
産
業
の
リ
ス
ト
ラ
が
、
そ
の
後
の
低
成
長
の

一
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

次
い
で
二
五
～
五
四
歳
の
失
業
率
は
（
二
〇
一
六
年
）
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
七
・
四
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
五
・

五
％
、
デ
ン
マ
ー
ク
五
・
五
％
、
米
国
四
・
二
％
、
日
本
三
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高

さ
が
際
立
っ
て
い
る
（O

E
C

D
 E

m
p

lo
ym

en
t O

u
tlo

o
k 2

0
1

7

よ
り
筆
者
計
算
）
。
デ
ー
タ
は
示
さ
な
い
が
、
北

欧
諸
国
に
比
べ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
失
業
率
が
や
や
高
い
状
態
は
一
貫
し
て
持
続
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
高
失
業
が
構
造
化
し
た
経
済
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

以
上
よ
り
、
現
在
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
低
成
長
・
高
失
業
に
あ
え
ぐ
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
関
す
る
議
論
が
し
ば
し
ば
想
定
す
る
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
に
起
因
す
る
長
期

的
な
雇
用
喪
失
以
前
に
、
経
済
停
滞
に
起
因
す
る
高
失
業
と
い
う
状
況
下
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
短
期
的

な
視
野
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
現
状
で
あ
る
こ
と

を
予
め
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

低
成
長
の
中
で
財
政
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
図
１
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
日
本
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
米
国
に
お
け
る
政
府
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
七
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年
を
一
〇
〇
と
し
た
時
の
値
の
推
移
を
示
す
。
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
経
済
危
機
直
後
の
二
〇
〇
九
年
に

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
以
外
の
各
国
は
財
政
規
模
を
急
拡
大
さ
せ
て
経
済
対
策
を
実
施
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
米
国
、
つ
い
で
デ
ン
マ
ー
ク
、
日
本
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
財
政
規
模
を
縮
小
さ
せ
て
い
る
が
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
他
国
に
比
べ
て
財
政
規
模
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一

五
年
の
政
府
累
積
債
務
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七
四
・
九
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
（
一
二
〇
・
三
％
）
、

英
国
（
一
一
二
・
六
％
）
、
ド
イ
ツ
（
七
四
・
九
％
）
な
ど
、
欧
州
の
大
国
に
比
べ
る
と
低
水
準
な
い
し
同
水

準
で
あ
る
も
の
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
六
一
・
八
％
）
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
五
四
・
二
％
）
を
上
回
る
水
準
で
あ

る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
の
財
政
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
・
三
％
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
一
・
六
％
）
、

ド
イ
ツ
（
〇
・
九
％
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
〇
・
五
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
（
以
上
、O

E
C

D
 G

o
vern

m
en

t a
t 

a
 G

la
n

ce 2
0

1
7

よ
り
筆
者
計
算
）
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ユ
ー
ロ
導
入
国
で
あ
る
か
ら
、
規
則
上
は
、
欧
州
連

合
の
「
安
定
・
成
長
協
定
」
に
し
た
が
っ
て
財
政
規
律
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
累
積
債

務
と
財
政
赤
字
の
現
状
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
緊
縮
財
政
路
線
に
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
い
度
合
い
が
北
欧
諸

国
の
中
で
も
最
も
大
き
い
と
言
え
る
。 

そ
の
結
果
、
中
道
右
派
連
立
政
権
で
あ
る
シ
ピ
ラ
内
閣
が
二
〇
一
五
年
五
月
に
発
表
し
た
方
針
で
は
、
二

〇
一
五
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
の
四
年
間
で
、
中
央
政
府
支
出
を
一
二
億
ユ
ー
ロ
減
額
す
る
計
画
で
あ
る
。
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二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
財
政
支
出
削
減
計
画
の
主
な
内
訳
を

示
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
「
社
会
的
給
付
」
「
社
会
・
保
健

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ
た
社
会
保
障
関
連
の
支
出
が
最
も
影
響

を
受
け
る
ほ
か
、「
教
育
・
科
学
・
文
化
」
と
い
う
研
究
開
発

関
連
の
支
出
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
、
財
政
支
出
削
減
圧

力
の
下
で
計
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
強
調
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

表
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
強
み
の
一

つ
と
さ
れ
る
教
育
も
、
財
政
支
出
削
減
の
例
外
で
は
な
い
。

教
育
へ
の
影
響
の
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
議
会

は
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
、
Ｅ
Ｕ
圏
外
出
身
の
学
生
に
対
し

て
、
年
間
最
低
一
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
学
費
を
課
す
こ
と
を
可

決
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
で
は
、
Ｅ
Ｕ
圏

外
出
身
学
生
に
対
し
て
、
年
間
一
〇
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
〇

   図 1 財政赤字の対 GDP 比(2007 年=100) 

出所：OECD National Accounts 2017 より筆者計算 
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ユ
ー
ロ
の
学
費
を
課
す
と
発
表
し
た
2

。
学
費
を
課
す
動
き
が
Ｅ
Ｕ
圏
出

身
学
生
、
ひ
い
て
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
学
生
に
も
広
が
る
3

こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
大
学
へ
の
財
政
支
出
削
減
の
中
で
、
主
要
大
学
で
あ
る

ア
ー
ル
ト
大
学
と
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
で
は
、
合
計
一
三
〇
〇
人
の
教
職
員

を
削
減
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
（
以
上
、A

cad
em

ics fear tu
itio

n
 

fees fo
r F

in
n

ish
, E

U
 u

n
iv

ersity
 stu

d
en

ts, Y
le

 2
0

1
6

/2
/1

）
。
他
大
学
で

も
、
開
講
講
義
数
を
削
減
し
た
り
、
講
義
の
学
生
定
員
を
増
や
す
こ
と
で
、

合
理
化
を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（U

n
iv

ersities co
n

so
lid

ate lo
w

er 

d
eg

ree p
ro

g
ram

m
es, H

elsin
k

i to
 lo

se tw
o

-th
ird

s o
f stu

d
y

 o
p

tio
n

s, Y
le 

2
0

1
6

/2
/8

）
。 

社
会
保
障
関
係
支
出
で
あ
る
社
会
的
支
出
（so

cial ex
p

en
d

itu
re

）
4

の

総
額
と
構
成
に
目
を
転
じ
よ
う
。
在
宅
ケ
ア
な
ど
の
よ
う
に
現
物
サ
ー
ビ

ス
の
形
態
で
給
付
さ
れ
る
も
の
を
「
現
物
給
付
」
と
呼
び
、
ま
た
、
年
金

の
よ
う
に
現
金
形
態
で
給
付
さ
れ
る
も
の
を
「
現
金
給
付
」
と
呼
ぶ
。
現

金
給
付
が
現
物
給
付
の
何
倍
に
当
た
る
か
を
見
て
み
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

表 1 2020 年度までの財政支出削減計画（億ユーロ） 

注：2016 年度から 5 年間の計画額 

出所：Finland, a land of solutions (Government Publications 12/2015)よ

り筆者計算 
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ン
〇
・
八
六
、
デ
ン
マ
ー
ク
一
・
〇
三
に
対
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
一
・
六
二
で
あ
る
。
つ
ま
り
他
の
北

欧
諸
国
に
比
べ
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
現
金
給
付
に
著
し
く
傾
斜
し
た
特
徴
を
持
つ
国
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
言
え
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
二
八
・
五
％
（
３
）
、
デ
ン
マ

ー
ク
二
七
・
二
％
（
５
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
二
六
・
〇
％
（
７
）
と
な
っ
て
お
り
（
以
上
、O

E
C

D
 S

o
ciety a

t 

a
 G

la
n

ce 2
0

1
6

よ
り
筆
者
計
算
：
カ
ッ
コ
内
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
内
で
の
順
位
）
、
他
の
北
欧
諸
国
と
同
等
に

福
祉
国
家
の
実
態
を
保
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
こ
と
は
、
他
の
北
欧
諸
国
と
は

異
な
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
現
金
給
付
に
傾
斜
し
た
福
祉
国
家
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
他
国
に
比
べ
て
現
金
給
付
部
分
に
社
会
保
障
改
革
の
努
力
が
向
か
い

や
す
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
現
金
給
付
の
中
で
も
政
府
が
特
に
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
毎
年
一
七

億
ユ
ー
ロ
に
も
の
ぼ
る
住
宅
手
当
で
あ
る
。
国
民
年
金
機
構K

ela

5

の
総
裁
で
あ
っ
たL

iisa H
y

ssälä

（
当

時
）
は
、
住
宅
手
当
を
は
じ
め
と
す
る
諸
手
当
の
支
給
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
（K

ela 

d
irecto

r: F
in

lan
d

`s sy
stem

 o
f so

cial b
en

efit is u
n

su
stain

ab
le, Y

le 2
0

1
6

/8
/1

0

）
。
先
回
り
し
て
述
べ
て
お
く

と
、
現
金
給
付
に
よ
る
最
低
所
得
保
障
に
他
な
ら
な
い
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
は
、
こ
う
し
た
緊
縮
財

政
下
の
現
金
給
付
改
革
の
一
環
と
し
て
も
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
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３ 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
関
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
で
の
議
論
と
支
持
動
向 

 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
社
会
実
験
の
開
始
と
前
後
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
で
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ

ム
構
想
に
関
し
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け

る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
射
程
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
可
能
性
と
限
界
を
了
解
す
る
た
め
に
、
代
表
的
な
議

論
を
整
理
し
た
う
え
で
、
国
民
各
層
の
支
持
動
向
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

（
１
）
即
効
的
問
題
解
決
策
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム 

前
節
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
深
刻
な
経
済
停
滞
の
中
で
提
案
・
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
短
期
的
・
即
効
的
な
問
題
解
決
手
段
と
し
て
強
く
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
自
然

で
あ
ろ
う
。
次
の
三
つ
の
議
論
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
6

。 

第
一
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
効
果
と
し
て
最
も
議
論
が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
失
業
者
に
対
し
て

求
職
行
動
を
促
す
と
い
う
期
待
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
社
会
実
験
の
最
大

の
目
的
で
も
あ
る
。
失
業
中
に
受
給
し
て
い
る
手
当
は
、
職
を
見
つ
け
て
就
業
す
る
と
打
ち
切
ら
れ
る
上
、

手
当
の
金
額
が
給
与
所
得
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
手
当
の
受
給
者
に
は
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
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ィ
ブ
が
働
か
な
い
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
こ
と
が
高
失
業
率
を
持
続
さ
せ
る
一
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
失
業
中
か
否
か
に
関
係
な
く
給
付
さ
れ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
で
失
業
諸
手
当
を
置
き
換

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
り
、
失
業
率
を
下
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

第
二
に
、
諸
手
当
が
細
か
く
分
化
し
、
な
お
か
つ
そ
の
受
給
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
給
付
の
た

め
の
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
り
、
そ
の
管
理
の
た
め
の
人
員
も
多
く
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
無
条
件
で
全
市
民

に
給
付
さ
れ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
非
効
率
性
を
緩
和
で
き
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
進
展
に
起
因
す
る
労
働
市
場
の
変
化
へ
の
対
応
策
と
し

て
も
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
論
者
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
本
拠
と
す
る

北
欧
の
金
融
グ
ル
ー
プ
で
あ
るN

o
rd

ea

の
取
締
役
会
長
で
あ
るB

jö
rn

 W
ah

lro
o

s

で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
賃
金
水
準
を
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
は
雇

用
を
増
加
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
経
営
状
態
に
即
応
し
て
雇
用
・
解
雇
を
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
優
れ
た
手
段
で

あ
る
と
い
う
の
が
、
彼
の
見
解
で
あ
る
（F

in
lan

d
 n

eed
s b

asic in
co

m
e an

d
 lo

w
-p

aid
 w

o
rk

, H
elsin

ki T
im

es 

2
0

1
6

/9
/1

5

）
。
ま
た
同
様
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ
っ
て
「
低
賃
金
労
働
か
失
業
か
」
と
い
う
選
択
肢
に
フ
ィ
ン
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ラ
ン
ド
人
は
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
が
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
こ
の
い
ず
れ
の
問
題
に
対
し
て

も
解
決
策
と
な
り
う
る
と
彼
は
論
じ
る
（B

an
k

er W
allro

o
s: B

asic in
co

m
e o

n
ly

 v
iab

le so
lu

tio
n

 in
 face o

f 

m
assiv

e jo
b

 lo
sses, Y

le
 2

0
1

6
/1

0
/2

2

）
。
し
か
し
、
現
実
に
人
々
が
欲
し
て
い
る
の
は
、
仕
事
な
き
所
得
保
障

で
は
な
く
仕
事
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
よ
う
な
考
え
方
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
て
も
、

結
局
は
失
敗
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
厳
し
い
批
判
も
あ
る
（B

asic in
co

m
e an

d
 th

e n
ew

 u
n

iv
ersalism

, S
itra

）
。 

以
上
の
よ
う
に
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
政
府
に
よ
る
裁
量
を
排
除
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
効
率
化
を
は
か
り
、
経
済
の
活
動
水
準
を
上
げ
る
手
段
に
な
り
得
る
と
い
う
の
が
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
議
論
の
大
半
を
占
め
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

そ
の
結
果
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
は
経
営
者
層
を
含
む
広
範
な
支
持
を
集
め
や
す
い
社
会
経
済
構
想

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。 

 

（
２
）
長
期
的
・
趨
勢
的
変
化
へ
の
対
応
策
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム 

 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
即
効
的
な
問
題
解
決
手
段
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
批

判
し
、
長
期
的
・
趨
勢
的
な
変
化
へ
の
対
応
策
な
い
し
契
機
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
よ

り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
議
論
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
場
合
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
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そ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
議
論
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
会
傘
下
の
公
的
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
機

関
で
あ
るS

itra

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
）
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
長
期
的
視
野
か
ら
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
、S

itra

の
あ
る
レ
ポ
ー
ト
は
、
戦
後

に
構
築
さ
れ
て
き
た
労
使
・
政
府
の
三
者
間
に
よ
る
「
社
会
契
約
」
が
も
は
や
壊
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
新

し
い
社
会
契
約
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
使
双
方
と
も
に
も
は
や
長
期
的

雇
用
関
係
を
期
待
し
な
く
な
っ
て
い
て
、
な
お
か
つ
政
府
に
と
っ
て
も
、
長
期
的
雇
用
関
係
を
前
提
と
し
た

課
税
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
保
障
の
刷
新
を
含
む
新
た
な
社
会
契
約
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
「
工
業
社
会
」
か
ら
「
ポ
ス
ト
工
業
社
会
」
へ
の
移
行
に
伴
い
、

労
働
内
容
・
形
態
の
変
化
に
沿
っ
て
社
会
自
体
も
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が

議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
長
期
的
・
趨
勢
的
変
化
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
工

業
社
会
の
延
命
装
置
と
し
て
の
み
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
を
捉
え
る
の
は
過
小
評
価
で
あ
る
。
新
し
い

社
会
契
約
を
生
み
出
す
巨
大
な
潜
勢
力
を
持
っ
た
構
想
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
捉
え
る
べ
き
だ
と

い
う
の
が
、
彼
ら
の
議
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
施
行
し
た
結
果
の
重
要
性
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
等
以
上
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
施
行
す
る
ま
で
の
討
議
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
、
ポ
ス
ト
工
業
社
会
の
普
遍
主
義
的
ビ
ジ
ョ
ン
が
構
築
・
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（B

asic in
co

m
e 
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an
d

 th
e n

ew
 u

n
iv

ersalism
, S

itra

）
。
つ
ま
り
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
は
ポ
ス
ト
工
業
社
会
の
い
わ
ば
産

婆
役
が
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

こ
こ
でS

itra

が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
普
遍
主
義
（u

n
iv

ersalism

）
的
な
構
想

で
あ
る
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。「
普
遍
主
義
的
」
と
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
対
し
て
一
律
で
給
付
さ
れ
る
こ
と

を
指
す
。
条
件
を
満
た
す
者
の
み
に
限
定
さ
れ
た
給
付
は
、
し
ば
し
ば
受
給
者
に
不
名
誉
の
烙
印
（
ス
テ
ィ

グ
マ
）
を
押
す
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
普
遍
主
義
的
な
給
付
は
そ
う
し
た
ス
テ
ィ
グ
マ
を
回
避
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
る
（5

 v
iew

s o
n

 w
h

at b
asic in

co
m

e sh
o

u
ld

 b
e an

d
 w

h
y

 it m
atters, D

em
o

s H
elsin

k
i

）
。

さ
ら
に
各
国
の
政
治
の
現
実
を
見
る
な
ら
ば
、
福
祉
国
家
の
追
求
を
は
じ
め
と
す
る
普
遍
主
義
的
政
治
は
一

九
八
〇
年
代
に
終
焉
し
、
個
人
主
義
・
個
別
主
義
の
政
治
が
台
頭
し
た
。S

itra

の
論
者
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の

帰
結
が
、
普
遍
的
利
益
を
追
求
せ
ず
に
個
別
的
利
害
に
関
心
を
集
中
す
る
、
近
年
噴
出
し
て
い
る
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
は
、
普
遍
主
義
的
政
治
を
再
興
す
る
方
策
の
一
つ

だ
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（B

asic in
co

m
e an

d
 th

e n
ew

 u
n

iv
ersalism

, S
itra

）
。 

で
は
な
ぜ
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う
構
想
と
そ
の
財
源
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
あ
るD

em
o

s H
elsin

k
i

やS
itra

の
議
論
は
、
社
会
経
済
の
長
期
的
変
化
か
ら
そ
れ
を
正
当
化
し

よ
う
と
試
み
て
い
る
。
著
名
な
経
済
学
者
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
・
サ
イ
モ
ン
（S

im
o

n
, H

.A
.

）
は
、
ベ
ー
シ
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ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
支
持
す
る
次
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
て
、
そ
れ
を
彼
ら
は
援
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

現
在
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
は
ま
す
ま
す
、
科
学
的
知
識
や
信
頼
関
係
、
社
会
制
度
な
ど
の
社
会
的
関
係

資
本
（so

cial cap
ital

）
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
関
係
資
本
は
共
有
さ
れ
て
い

る
も
の
な
の
で
、
生
産
者
に
帰
属
す
べ
き
収
益
は
よ
り
少
な
く
あ
る
べ
き
で
、
課
税
対
象
と
さ
れ
た
そ
の
残

余
は
、
社
会
的
関
係
資
本
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
に
対
し
て
再
分
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
サ
イ
モ
ン
は
論

じ
た
（S

im
o

n
, 2

0
0

1

）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
給
与
所
得
の
補
填
と
い
う
局
限
的
な
構

想
で
あ
る
以
上
に
、
普
遍
的
な
市
民
権
と
し
て
積
極
的
な
位
置
づ
け
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る 

(B
asic 

in
co

m
e an

d
 th

e n
ew

 u
n

iv
ersalism

, S
itra

)

。
そ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
財
源
は
必
ず

し
も
所
得
税
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
例
え
ば
、
共
有
資
産
で
あ
る
自
然
を
使
用
し
た
費
用
と
し
て
課
税

さ
れ
る
炭
素
税
も
ま
た
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
し
て
市
民
一
般
に
再
配
分
す
る
財
源
と
し
て
適
当
だ
と

議
論
さ
れ
て
い
る
（5

 v
iew

s o
n

 w
h

at b
asic in

co
m

e sh
o

u
ld

 b
e an

d
 w

h
y

 it m
atters, D

em
o

s H
elsin

k
i

）
。
さ

ら
に
、
資
本
・
資
産
課
税
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
財
源
と
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
（D

o
es b

asic 

in
co

m
e so

lv
e an

y
th

in
g

? G
rasp

 th
e arg

u
m

en
ts fo

r an
d

 ag
ain

st, S
itra

）
。 

以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
は
、
工
業
社
会
に
作
ら
れ
た
社
会
保
障
の
弥
縫
策
と
し
て

の
意
味
を
超
え
て
、
脱
工
業
化
を
前
提
と
し
た
、
よ
り
長
期
の
社
会
構
想
の
一
環
と
し
て
、
積
極
的
な
意
味
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を
持
た
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、S

itra

な
ど
が
行
っ
て
い
る
議
論
の
主
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
の
効
果
い
か
ん
と
い
う
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
議
論
に
局
限
せ
ず
、
長
期
的
な
社
会
変
化
に
対
応

し
た
広
義
の
福
祉
（w

elfare

）
の
あ
り
方
を
問
う
と
い
う
、
一
層
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
議
論
も
並
行
し
て
展
開
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
議
の
深
さ
と
幅
広
さ
を
示

唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

 

（
３
）
国
民
各
層
に
よ
る
支
持
動
向 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
に
対
し
て
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
職
業
別
、
支
持
政
党
別
に
少
な
か
ら

ぬ
支
持
率
の
格
差
が
あ
り
な
が
ら
も
、
二
〇
一
五
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
年
金
機
構

K
ela

の
調
査
に
よ
る

と
、
六
九
％
の
国
民
が
支
持
し
て
い
る
。
社
会
階
層
別
の
支
持
率
は
、
学
生
七
四
％
、
年
金
生
活
者
七
一
％
、

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
六
九
％
、
上
級
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
六
六
％
、
下
級
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者

六
三
％
、
自
営
業
六
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（K

ela, 2
0

1
6

）
。
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
尋
ね
て
い

る
、
自
治
体
開
発
連
合
（K

u
n

n
allisalan

 k
eh

ittäm
issäätiö

）
に
よ
る
二
〇
一
五
年
調
査
に
よ
れ
ば
、
失
業
者

七
一
％
、
企
業
家
六
三
％
、
学
生
五
七
％
の
支
持
率
と
な
っ
て
い
る
（P

eru
stu

lo
lla 

h
y

v
ä 

k
aik

u
 

k
an

salaism
ielip

iteessä K
u

n
n

allisalan
 k

eh
ittäm

issäätiö
 2

0
1

6

）
。
お
お
む
ね
高
い
支
持
率
で
あ
る
こ
と
は
言
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う
ま
で
も
な
い
が
、
企
業
家
の
支
持
率
も
高
い
こ
と
は
目
を
引
く
事
実
で
あ
る
。
前
出
の
通
り
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
が
人
件
費
削
減
と
労
働
市
場
流
動
化
を
後
押
し
す
る
と
期
待
し
て
の
こ
と
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
普
遍
主
義
的
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
は
、
や
は
り
普
遍
的
な
支
持
を
得
て
い
る
。 

次
に
、
支
持
政
党
別
7

に
支
持
率
を
見
て
み
る
と
、
左
翼
連
合
八
六
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
民
党
八
三
％
、

緑
の
党
七
五
％
、
社
会
民
主
党
六
九
％
、
＊
真
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
党
六
九
％
、
＊
中
央
党
六
二
％
、
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟
五
六
％
、
＊
国
民
連
合
党
五
四
％
で
あ
っ
た
（
＊
印
は
、
現
在
の
連
立
与
党
）
。
な
お
、
キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
以
外
の
政
党
で
は
、
二
〇
〇
二
年
調
査
か
ら
支
持
率
が
上
昇
し
て
い
る
（K

ela, 2
0

1
6

）
。

社
会
民
主
党
は
、
支
持
基
盤
で
あ
る
公
務
員
と
労
働
組
合
員
が
、
自
身
の
基
盤
を
危
う
く
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
に
反
対
し
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
れ
が
支
持
率
に
も
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
主
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

系
の
労
働
者
を
代
表
す
る
労
働
組
合
連
合
で
あ
るS

A
K

は
、
短
期
雇
用
を
増
や
し
、
集
団
的
労
使
関
係
を
弱

体
化
さ
せ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
反
対
し
て
い
る
（F

in
lan

d
`s b

asic in
co

m
e 

ex
p

erim
en

t b
eg

in
s: O

n
e m

an
 lo

o
k

s fo
rw

ard
 to

 a n
ew

 start, Y
le

 2
0

1
7

/1
/9

）
。
左
翼
連
合
支
持
者
の
ベ
ー
シ

ッ
ク
イ
ン
カ
ム
支
持
率
が
高
い
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
が
、
緑
の
党
も
、
党
首
だ
っ
たO

sm
o

 S
o

in
in

v
aara

が

当
初
か
ら
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
提
唱
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
い
割
合
の
支
持
者
が
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
を
支
持
し
て
い
る
（Is F

in
lan

d
 read

y
 fo

r b
asic in

co
m

e? H
elsin

ki T
im

es 2
0

1
4

/7
/1

7

）
。
連
立
与
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党
に
つ
い
て
み
る
と
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
で
あ
る
真
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
党
、
お
よ
び
、
農
民
党
を
起
源

と
し
、
地
方
へ
の
再
分
配
志
向
を
持
っ
た
中
央
党
の
支
持
者
の
数
値
が
相
対
的
に
高
い
が
、
新
自
由
主
義
的

な
政
策
志
向
を
持
つ
国
民
連
合
党
の
支
持
者
に
よ
る
数
値
は
低
い
。
こ
れ
ら
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
容
易
に
理

解
で
き
る
傾
向
で
あ
ろ
う
。
事
実
、K

ela

に
よ
る
同
じ
調
査
で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
労
働
意
欲
を

低
下
す
る
と
し
た
回
答
者
は
五
〇
％
を
超
え
た
が
、
こ
れ
は
特
に
、
政
権
与
党
で
あ
る
国
民
連
合
党
と
真
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
党
の
支
持
者
に
多
か
っ
た
回
答
で
あ
る
（K

ela, 2
0

1
6

）
。 

 
 （

４
）
給
付
金
額
と
財
源
に
関
す
る
議
論 

以
上
の
よ
う
に
、
総
論
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
は
広
範
な
支
持
を
集
め
て
い
る
と
言
え
る

が
、
意
見
対
立
が
最
も
顕
著
に
表
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
各
論
の
ひ
と
つ
が
、
給
付
金
額
と
財
源
に
関
す
る
議

論
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
諸
組
織
・
個
人
が
提
案
し
て
い
る
月
額
は
か
な
り
ば
ら
つ
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
給
付
月
額
を
提
案
し
て
い
る
政
党
で
見
る
と
、
緑
の
党
四
四
〇
ユ
ー
ロ
、
左
翼
連
合
六
二
〇
ユ
ー

ロ
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
財
界
人
に
よ
る
見
解
の
例
と
し
て
、
前
出
のW

ah
lro

o
s

氏
は
八
五
〇
～
一
〇
〇
〇

ユ
ー
ロ
を
提
案
し
て
い
る
（Is F

in
lan

d
 read

y
 fo

r b
asic in

co
m

e? H
elsin

ki T
im

es 2
0

1
4

/7
/1

7

）
。
二
〇
一
五

年
に
国
民
年
金
機
構K

ela

が
実
施
し
た
質
問
紙
調
査
で
は
、
最
低
年
金
支
給
額
の
一
・
四
倍
に
あ
た
る
一
〇
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〇
〇
ユ
ー
ロ
が
適
当
だ
と
す
る
回
答
者
が
最
も
多
か
っ
た
。K

ela

自
身
も
、
失
業
諸
手
当
を
破
棄
し
、
か
つ

就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
最
低
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
支
給
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

し
か
し
、
有
力
な
財
源
と
考
え
ら
れ
る
所
得
税
率
を
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
い
月
額
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

回
答
の
様
相
は
一
変
す
る
。
税
率
四
〇
％
で
月
額
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
い
う
案
へ
の
支
持
率
は
三
五
％
、
税
率

五
五
％
で
月
額
八
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
い
う
案
へ
の
支
持
率
は
二
九
％
へ
と
、
支
持
率
は
著
し
く
下
落
す
る
（K

ela, 

2
0

1
6

）
。
も
ち
ろ
ん
、
本
節
の
（
２
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
所
得
税
の
み
を
財
源
と
す
る
必
要
は
な
く
、
環
境

課
税
を
は
じ
め
と
す
る
広
範
な
課
税
ベ
ー
ス
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
財
源
と
し
て
正
当
だ
と
い
う
議
論

も
根
強
い
こ
と
に
留
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

以
上
、（
３
）
お
よ
び
（
４
）
の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
世
論
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
を
導
入
す
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
総
論
で
割
れ
て
い
る
と
い
う
段
階
に
は
も
は
や
な
く
、
実
現
方
法

と
い
う
各
論
を
め
ぐ
っ
て
世
論
が
割
れ
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

４ 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
社
会
実
験 

 

以
上
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
社
会
実
験
が
二
〇
一
七
年
一
月
か
ら
二
年
間
に
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わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
道
右
派
連
立
政
権
で
あ
る
現
政
権
が
二
〇
一
五
年
五
月
二
八
日

に
発
表
し
た
政
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
を
目
的
と
し
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ

ム
社
会
実
験
を
政
策
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
据
え
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
実
施
主
体
で
あ
るK

ela

は
問
題

意
識
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
労
働
の
変
化
に
応
じ
て
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
を

い
か
に
再
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、（
２
）
よ
り
強
力
な
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
就
労
意
欲
を

高
め
る
よ
う
に
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
で
き
る
か
、（
３
）
現
行
の
諸
手
当
の
管
理
に
必
要
と
な
る
、
複

雑
な
官
僚
制
シ
ス
テ
ム
を
単
純
化
し
、
諸
手
当
の
仕
組
み
を
簡
単
化
で
き
る
か
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
（K

ela, 

2
0

1
7

）
。
今
回
の
社
会
実
験
は
、
主
に
（
２
）
の
可
能
性
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

実
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
五
～
五
八
歳
の
失
業
者
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
二
〇
〇
〇

名
に
は
、
社
会
実
験
に
参
加
す
る
義
務
が
あ
る
。
彼
ら
の
内
訳
は
、
男
性
五
二
％
、
女
性
四
八
％
で
あ
り
、

二
五
～
三
四
歳
が
三
〇
％
、
三
五
～
四
四
歳
三
〇
％
、
四
五
～
五
八
歳
四
〇
％
で
あ
る
。
従
来
受
給
し
て
い

た
基
礎
失
業
給
付
や
労
働
市
場
補
助
金
は
停
止
さ
れ
る
か
わ
り
に
、
月
額
五
六
〇
ユ
ー
ロ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
非
課
税
で
、
再
就
職
し
て
も
継
続
し
て
給
付

さ
れ
る
。
な
お
、
失
業
給
付
と
労
働
市
場
補
助
金
以
外
の
諸
手
当
は
変
わ
ら
ず
給
付
さ
れ
る
。
こ
の
条
件
下

で
、
従
来
通
り
に
給
付
・
補
助
金
を
受
給
し
続
け
て
い
る
対
照
群
と
比
較
し
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
受
給
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が
求
職
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
実
験
の
主
目
的
で
あ
る
。 

実
験
計
画
の
た
め
の
研
究
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
よ
り
行
わ
れ
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
複
数
の
モ
デ

ル
が
分
析
・
検
討
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
九
月
に
は
実
験
計
画
が
回
覧
さ
れ
、
現
行
の
実
験
よ
り
も
対
象
人

数
・
金
額
と
も
に
大
規
模
な
計
画
が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
法
律
や
予
算
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
の
制
約
の

た
め
、
結
果
的
に
、
よ
り
小
規
模
な
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
以
上
、K

ela 2
0

1
6

; 2
0

1
7

）
。 

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
今
回
の
社
会
実
験
は
か
な
り
限
定
的
な
規
模
（
人
数
・
金
額
）
で
行
わ
れ
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
重
要
だ
が
か
な
り
限
定
的

な
問
題
を
検
証
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
給
付
の
水
準
や
財
源
と
い
っ
た
、
前
節
で
述
べ
た
よ

う
に
対
立
が
大
き
い
問
題
に
踏
み
込
ん
だ
実
験
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
実
験
に
よ
っ
て
確
実
な
検

証
を
積
み
重
ね
た
う
え
で
制
度
設
計
を
行
う
と
い
う
、
現
政
権
の
ス
タ
ン
ス
が
今
後
も
維
持
さ
れ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
さ
ら
な
る
社
会
実
験
に
よ
っ
て
検
証
を
積
み
重
ね
る
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
現
実
に
ベ
ー

シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
制
度
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
社
会

実
験
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
導
入
と
い
う
、
多
大
な
労
力
を
要
し
、
相
当
の
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
の
、
重
大
だ
が
小
さ
な
第
一
歩
を
し
る
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
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５ 

考
察
と
む
す
び
：
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
可
能
性
と
そ
の
条
件 

 

以
上
の
検
討
よ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
経
済
的
な
現
状
、
お
よ
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る

議
論
の
中
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
と
社
会
実
験
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の

刷
新
、
と
り
わ
け
福
祉
国
家
の
刷
新
に
と
っ
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
持
つ
可
能
性
と
、
そ
れ
が
開
花
す

る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
予
備
的
考
察
を
行
う
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。 

第
一
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
長
期
的
・
趨
勢
的
な
社
会
変
化
へ
の
対
応
策
に
な
り
う
る
か
ど
う
か

は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
確
定
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
第
３
節
で
み
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
議
論
で
注
目
す
る
べ
き
点
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
、
長
期
的
変
化
に
対
応
し
て
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
を
刷
新
す
る
一
契
機
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
議
論
が
、S

itra

と
い
う
政
府
機
関
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
瞠
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

現
在
の
議
論
の
中
で
は
、
短
期
的
な
問
題
解
決
策
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
期
待
す
る
と
い
う
、
短

期
的
な
視
野
の
議
論
が
は
る
か
に
支
配
的
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
本
稿
が
示
し
た
よ
う
に
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
経
済
停
滞
と
緊
縮
財
政
の
中
で
検
討
さ
れ
、
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
下
で
は
、
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
即
効
策
と
し
て
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の
み
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
期
待
を
か
け
る
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
が
果
た
し
て
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
発
展
を
遂

げ
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
人
々
の
選
択
と
政
治
的
意
思
決
定
に
依
存
し
た
、
オ
ー
プ
ン
な
問
題
で
あ
る

と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
他
国
に
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。 

第
二
に
、
以
上
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
事
例
は
、
福
祉
国
家
に
対
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
が
持
つ

限
界
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
２
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
北
欧
諸
国
の
中
で
も
、
現
金
給
付

に
重
心
が
置
か
れ
た
福
祉
国
家
で
あ
り
、
現
物
給
付
が
弱
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も
も
と
も
と
弱
い

現
物
給
付
の
削
減
が
続
く
見
込
み
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
現
金
給
付
の
枠
内
で

の
刷
新
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
第
２
節
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
現
金
給
付
は
元
々
手

厚
い
の
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
人
々
の
福
祉
（w

elfare

）
に
と
っ
て
も
つ
意
味
は
限
定
的
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
求
職
行
動
の
促
進
や
福
祉
供
給
体
制
の
効
率
化
と
い
う
短
期
的
問
題
解
決
手
段
と
し
て
の
期
待
が

い
き
お
い
強
く
な
る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
市
民
の
福
祉
に
対
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
ち
う
る
か
を
考

え
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
、
現
金
給
付
と
は
区
別
さ
れ
た
、
現
物
給
付
の
動
向
が
枢
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
現
物
給
付
の
削
減
は
、
よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
現
金
で
購
買
す
べ
き
「
商
品
」
と
し
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て
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
仮
に
現
物
給
付
の
弱
体
化
が
続
く
と
す
れ
ば
、
た
と
え

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う
形
で
現
金
給
付
が
維
持
・
強
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
で
き
な
い
層
が
必
ず
出
現
す
る
の
で
、
総
体
と
し
て
の
市
民
の
福
祉
は
低
下
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
社
会
保
障
を
完
全
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
で
置
き
換
え
た
と
い
う
極
端
な
想
定
の
下

で
は
あ
る
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
の
四
カ
国
に
つ
い
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン

カ
ム
が
貧
困
と
所
得
分
配
に
及
ぼ
す
影
響
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
試
算
し
た
結
果
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
が
貧
困
と
所
得
不
平
等
を
拡
大
す
る
と
さ
れ
る
（O

E
C

D
, 2

0
1

7

）
。
極
端
な
想
定
下
の
試
算
で

あ
る
こ
と
を
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
物
給
付
の
維
持
・
強
化
・
刷
新
を
欠
い
て
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、
早
晩
問
題
を
抱
え
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
で
あ
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
は
北
欧
福
祉
国
家
の
特
徴
で
あ
る
現
物
給
付
に
取
っ
て
代
わ
る
存
在
で
は
な
い
と
す
る

B
erg

m
an

n
 (2

0
0

4
) 

やC
ro

u
ch

 (2
0

1
3

)
、G

am
b

le (2
0

1
6

) 

の
議
論
と
も
整
合
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先

進
諸
国
で
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
導
入
を
構
想
す
る
場
合
、
現
物
給
付
の
刷
新
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か

と
い
う
こ
と
が
、
必
ず
同
時
に
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
特
に
現
物
給
付
の
削
減
が
続
く
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
は
、
早
晩
こ
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
経
験
に
対
し
て
他
国
の
市
民
が
今
後
注
目
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
点
を
二
点
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の
み
挙
げ
て
、
結
び
に
か
え
た
い
。
第
一
に
、
第
３
節
で
み
た
よ
う
に
、
財
源
に
関
し
て
は
利
害
が
一
致
し

な
い
中
で
、
多
く
の
国
民
が
期
待
す
る
月
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
給
付
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
税
制
改
革

が
必
須
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
説
得
と
妥
協
が
図
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
将
来
の
導
入
を
構
想
す
る
他
国
に
と
っ
て
も
遅
か
れ
早
か
れ
直
面
す
る
課
題
で
あ
っ
て
、
極
め
て
注

目
す
べ
き
政
治
過
程
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

第
二
に
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
だ
が
、
現
物
給
付
の
質
・
量
と
供
給
方
法
が
い
か
に
変
容
し
て
ゆ
く
か
と

い
う
問
題
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
帰
結
を
考
え
る
う
え
で
枢
要
で
、
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。
横
山
（
二
〇
一
二
）
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め

に
、
医
療
・
福
祉
分
野
で
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
や
、
市
民
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
の
増
加
と
い
っ
た
、
懸

念
す
べ
き
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
対
し
て
は
、
コ
ス
ト
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
実
験
的
試
行
が
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
に
開
始
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
（
徳
丸 

二
〇
一
七
）
、
現
物
給
付
の
将
来
像
は
な
お
流
動
的
で
あ
る
。「
実
験
国
家
」（
岡
澤 

二
〇

〇
九
）
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
つ
北
欧
諸
国
の
一
国
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
今
後
の
経
験
は
、
ベ
ー
シ

ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
注
目
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
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注 

1 

本
稿
は
、
北
欧
経
済
論
の
観
点
か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
特
定
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
分
析
・
考
察
を
行
う
、

限
定
的
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う

主
題
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
社
会
哲
学
・
経
済
哲
学
的
な
議
論
か
ら
、
社
会
政
策
論
、
さ
ら
に
そ
の
制
度
設
計
・
実

現
可
能
性
・
実
効
性
を
検
討
す
る
経
済
分
析
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
広
範
な
議
論
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
全
体
像

を
展
望
す
る
能
力
は
筆
者
に
は
な
い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
そ
れ
自
体
に
関
心
が
あ
る
読
者
に
は
、
例
え
ば
、

日
本
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
る
山
森
亮
氏
（
同
志
社
大
学
）
の
一
連
の
論
考
、
あ
る
い
は
現
段
階
の
議
論
を
広
範

に
検
討
し
たV

an
 P

arijs an
d

 V
an

d
e
rb

o
rg

h
t (2

0
1

7
) 

を
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
お
薦
め
し
た
い
。 

2 

実
際
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
場
合
、
Ｅ
Ｕ
圏
外
学
生
の
学
費
は
一
三
〇
〇
〇
～
一
八
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
設
定
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
二
〇
一
七
年
九
月
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
圏
外
出
身
の
入
学
者
数
が
五
〇
％
減
少
し
た
。
他
大
学
に
お
い
て
も
、

最
低
で
も
八
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
学
費
が
設
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（L

u
k

u
k

au
sim

ak
su

ista
 
raju

 
p

u
d

o
tu

s: 

A
lo

ittan
eid

en
 m

ä
ärä

 v
äh

en
i y

li p
u

o
le

lla H
elsin

g
in

 y
lio

p
isto

ssa, Ilta
sa

n
o

m
a

t 2
0

1
7

/1
0

/6

）。 

3 

実
際
に
、
雇
用
者
団
体
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
非
営
利
研
究
機
関
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
経
済
研
究
所
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ａ
は
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
圏
出
身
学
生
か
ら
も
学
費
を
徴
収
す
べ
き
と
す
る
提
案
を
行
っ
た
が
、
政
府
与
党
は
そ
の

提
案
を
拒
否
し
て
い
る
（M

in
ister o

f E
d

u
catio

n
 rejects p

ro
p

o
sal o

n
 tu

itio
n

 fees, H
elsin

ki T
im

e
s 2

0
1

7
/4

/3

）
。 

4 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
社
会
的
支
出
は
「
高
齢
、
遺
族
、
障
害
・
業
務
災
害
・
傷
病
給
付
、
医
療
、
家
族
、
積
極
的
労
働
市

場
政
策
、
失
業
、
住
宅
、
そ
の
他
の
社
会
政
策
分
野
」
へ
の
支
出
か
ら
な
る
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
に
は
教

育
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
社
会
保
障
の
対
象
を
お
お
よ
そ
含
ん
で
い
る
も
の
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。 

5 

こ
の
訳
語
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
同
機
構
を
中
心
に
据
え
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
北
欧
型
福
祉
国
家
を
形
成
し
て
ゆ

く
過
程
を
分
析
・
考
察
し
た
柴
山
（
二
〇
一
七
）
を
参
照
し
た
。
こ
の
訳
語
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
組
織
名
称
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を
的
確
に
反
映
し
て
い
る
と
、
筆
者
も
考
え
る
。 

6 

こ
の
項
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
出
所
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
上
、
出
所
を
省
略
し
た
。
出
所
リ
ス
ト

を
希
望
さ
れ
る
読
者
は
筆
者
ま
で
請
求
さ
れ
た
い
。 

7 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放
送
協
会Y

le

の
最
新
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
日
現
在
の
政
党
支
持
率
は
、
国
民

連
合
党
二
一
・
七
％
、
社
会
民
主
党
一
七
・
三
％
、
緑
の
党
一
六
・
六
％
、
中
央
党
一
五
・
八
％
、
真
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
人
党
九
・
九
％
、
左
翼
連
合
八
・
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（Y

len
 k

an
n

atu
sm

ittau
s: D

e
m

arien
 tilan

n
e alk

aa 

h
elp

o
ttaa

-h
allitu

sk
u

m
p

p
an

ien
 k

o
k

o
o

m
u

k
sen

 ja k
e
sk

u
stan

 k
an

n
atu

se
ro

 k
a
sv

aa, Y
le 2

0
1

7
/1

0
/5

）
。 
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